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クロージャ※3を設置する。クロージャ内では、図2に示す
通りSZケーブルの外被及び押さえ巻き類を除去し、加入
者への引き落とし用光ファイバ1心を含んだ4心テープ心
線が取り出される。4心テープ心線は、単心光ファイバに
分離した後、そのうちの光ファイバ1心をドロップ光ケー
ブルと接続し、加入者宅まで光ケーブルが配線される。こ
れら一連の作業は中間後分岐と呼ばれるが、毎日行われる
FTTH開通工事を迅速に対応するには、この中間後分岐の
作業効率を向上する配線物品が求められる。このため当社
では、中間後分岐作業を効率化する様々な製品を業界に先
駆けてリリースしてきた。

1.　緒　　言

日本国内のFTTH※1加入者数は1800万人を突破し、今
後も堅調に増加していく見込みである。FTTHの開通工事
を効率良く行っていくために、作業時間を短縮化及び容易
化する配線物品が望まれている。当社では、FTTHの開通
工事において必要となる架空中間後分岐作業を効率化する
光ケーブル：EZremove®を2007年に製品化し、市場投入
してきた。今回我々はその構造を進化させ、更に作業性を
向上した光ケーブル：EZremove®-PLUSを開発した。　
本稿では、FTTH配線形態と必要な配線作業について概

説した上で、新開発ケーブルの構造及び機能と、ケーブル
特性評価結果について述べる。

2.　FTTH光配線形態と当社製品群

一般的なFTTHの光ケーブル配線形態例を図1に示す。
FTTHの加入需要が見込まれる地域には、架空配線ケーブ
ルとしてSZ撚テープスロット型光ケーブル※2（以下SZ
ケーブル）が予め張り巡らされている。そして需要家から
FTTHの加入申し込みを受け次第、SZケーブルの中間部に
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図2　中間後分岐
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中間後分岐の主な作業工程順と、対応する当社製品技術
を表1にまとめる。

（1）SZケーブルの押さえ巻き除去作業については、従来品
では刃物を用いた作業が必要であり、光ファイバ心線を
外傷させる可能性があったが、刃物類を用いずに安全か
つ短時間で押さえ巻き除去を可能とした光ケーブル：
EZremove®を2007年に製品化した（3）。

（2）ケーブル内テープ心線の単心分離についても、従来
は刃物工具や紙やすりによる作業が必要であり、光
ファイバ断線の恐れがあったが、刃物類を用いずに
簡易な工具で擦ることで安全かつ容易に単心分離が
可能なテープ心線：EZbranch®を2004年に製品化
している（2）（図3）。

（3）クロージャ内心線余長収納に関しては、許容曲げ径を
従来光ファイバのø60mmに対してø30mmまで小径
化した曲げ特性強化型光ファイバ：PureAccess®を
2003年に製品化している（1）（図4）。これによりクロー
ジャ内心線余長の取扱い性及び収納特性を向上させた。

本稿ではEZremove®の解体作業性を更に向上させたケー
ブル：EZremove®-PLUSの開発について以下に述べる。

3.　新ケーブルと汎用ケーブルの構造比較

汎用のSZケーブルの構造を図5に示す。SZ撚りの溝付
きスペーサ内に光ファイバテープ心線を収納し、スペーサ
上には粗巻きと押さえ巻きテープを順に巻いた後、シース
を施す構造である。粗巻きは、主に製造上の都合により一
般的に使用されているものであるが、テープ心線をスペー
サの溝内に収納する集合工程において、テープ心線を溝内
に収納した後、押さえ巻きを施すまでの間に、テープ心線
を確実に溝内に収納するために適用されるものであり、押
さえ巻きが巻かれた後には必要のないものである。
汎用のSZケーブルの中間分岐作業においては、押さえ

巻きの除去及び粗巻き除去の両工程において写真1に示す
通り刃物工具が必要であり、テープ心線を外傷させる懸念
から慎重な作業が求められていた。また粗巻きを除去する
過程においては、写真2のようにもつれが発生する場合が
有り、煩雑なもつれ解消作業を伴うこともあった。

汎用光ファイバテープ心線

EZbranch®テープ心線

図3　単心分離容易なテープ心線：EZbranch®

汎用ファイバ
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許容曲げ径ø30mm

図4　曲げ特性強化型ファイバ：PureAccess®

表1　中間分岐作業工程と当社製品群

作業工程順 関連当社技術 当社ブランド

（1）SZケーブルの外被
及び押さえ巻き除去

押え巻き/粗巻き除去
容易ケーブル EZremove®

（2）ケーブル内テープ
心線の単心分離

中間単心分離容易
テープ心線 EZbranch®

（3）クロージャ内心線
余長収納

曲げ特性強化型光
ファイバ PureAccess®

SZ撚溝付スペーサ
押さえ巻き

粗巻きシース

テンションメンバ

光ファイバテープ心線

図5　汎用SZケーブルの構造
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これらの作業性を改善するために開発されたのが2007
年に製品化したEZremove®である。ケーブル構造を図6
に示す。また汎用SZケーブルからの改善点は以下の2点
である。
①刃物工具を用いずに指で切断可能な押さえ巻きを採用
②粗巻きに低融点素材を適用し、かつ押さえ巻き間に隙
間を設ける開き巻き構造とした。これにより、押さえ
巻き間の隙間の位置において、シース押出被覆時の熱

により粗巻が溶融切断（プレカット）される。
上記改善により上巻き除去作業時及び、粗巻き除去時に

刃物工具を使用する必要がなくなり、安全な作業を実現す
るとともに、作業時間を短縮できた。
EZremove®を進化させて、更に作業性を向上させた

ケーブルが今回開発したEZremove®-PLUSである。ケー
ブル構造を図7に示す。押さえ巻きには、EZremove®と同
じく刃物を用いずに手で切断が可能な構造を採用した。ま
た粗巻きには、EZremove®よりも更に低融点で、かつ溶
融時に押さえ巻きと接着する素材を適用した。シース押出
熱により溶融した粗巻きは押さえ巻きと接着するので、押
さえ巻きを除去した際に、粗巻きが同時に除去され、粗巻
き除去工程が省略される。なお、低融点化により、押さえ
巻き下の粗巻きもシース押出の熱により溶融するため、
EZremove®で行っていた押さえ巻きの開き巻きを行う必
要がなくなった。

これら3種ケーブルの構成と特徴を表2にまとめる。
なお、EZremove®-PLUSの製品ラインナップは汎用SZ

ケーブル及びEZremove®と同じである。代表的なケーブ
ル品種を表3に示す。

写真1 押さえ巻き除去作業

写真2　粗巻きのもつれ状況

押さえ巻き（新構造）

粗巻き
（押さえ巻きの隙間でプレカット）

シース

隙間

図6　EZremove®の構造

押さえ巻き（新構造）

シース
粗巻き：押さえ巻きと溶融接着
（押さえ巻きと粗巻きを同時除去）

図7　EZremove®-PLUSの構造

写真3　EZremove®-PLUSの外観
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4.　新ケーブルの特性

中間分岐作業時間について、汎用 SZケーブル、
EZremove®、EZremove®-PLUSを比較評価した結果を図
8に示す。EZremove®は押さえ巻き除去時間／粗巻き除去
時間が削減されることで、汎用SZケーブル比で作業時間

を約30％短縮できることを確認している。今回開発した
EZremove®-PLUSは、さらに粗巻きの除去工程が省略さ
れることで、汎用SZケーブル比で約40％の削減を実現す
ることを確認した。
ケーブルの各種信頼性評価結果を表4に示す。各試験項

目とも、汎用SZケーブル同様な良好な機械特性及び環境
特性を有することを確認している。

5.　結　　言

今回我々は中間後分岐作業性に優れたFTTH配線ケーブ
ル：EZremove®を更に進化させ、粗巻きと押さえ巻きが
溶着することで粗巻き除去工程を不要にした光ケーブル：
EZremove®-PLUSを開発した。本開発品の適用により
FTTH配線工事の更なる作業効率化及びFTTH普及促進効
果が期待される。

用 語 集ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
※1 FTTH
伝送局から家庭まで光ファイバを配線して広帯域サービス
を提供する通信方式。

※2 SZ撚テープスロット型光ケーブル
光ファイバを収納しているスペーサ溝の撚り方向が周期的
に反転しているケーブル構造。スペーサを切断せずに光
ファイバを取り出せる。

表4　ケーブルの構造と特性（100心型ケーブルの例）

項　目 試験方法 評価結果

環
境
特
性

ヒートサイクル IEC60794-1-2-F1
−30～＋70℃

≦0.1 dB/km
＠1550nm

防水特性 1m水頭長24時間
（ケーブル長40m） 漏水なし

機
械
特
性

圧縮強度 IEC60794-1-2-E3
1960N/100mm

残留損失なし
＠1550nm

外観異常なし

耐衝撃 IEC60794-1-2-E4
4.9N, 1m

残留損失なし
＠1550nm

外観異常なし

屈曲特性
IEC60794-1-2-E11

R＝10D
（D：ケーブル外径）

残留損失なし
＠1550nm

外観異常なし

捻回特性 IEC60794-1-2-E7
±90 degrees

残留損失なし
＠1550nm

外観異常なし

しごき特性 IEC60794-1-2-E18
1840N, R＝300mm

残留損失なし
＠1550nm

外観異常なし

表3　新ケーブルの構造諸元

光ファイバ
心　数

溝数×
テープ心線枚数

ケーブル外径
（mm）

ケーブル質量
（kg/km）

24 3×2 8.5 65

60 5×3 10.5 90

100 5×5 11.5 110

200 10×5 16.5 220

300 15×5 22 350

作
業
時
間
（
相
対
値
）

汎用品 EZremove®-PLUS　

20

40

60

0

80

100

約30％減

EZremove®

約40％減

光ファイバ取出

粗巻き除去

押さえ巻き除去

シース除去

図8　中間後分岐作業時間評価結果

表2　新旧ケーブルの構造、特徴比較

構　造 粗　巻 押さえ巻き

汎用品

材
料

ナイロン糸、
PET糸等

不織布等を重ね巻き
（隙間なし）

特
徴

・粗巻き除去には刃物が必要
・押さえ巻き除去には刃物が必要

EZremove®

材
料 低融点素材 新構造不織布を開き巻き

（隙間有り）

特
徴

・押さえ巻き開き部でシース熱により粗巻きを溶
融プレカット。これにより粗巻き除去時には刃
物が不要

・刃物なしで押さえ巻き除去が可能。
(手で引裂きが可能)

EZremove®
-PLUS

材
料

超低融点及び
接着性素材

新構造不織布を重ね巻き
（隙間なし）

特
徴

・シース熱により粗巻きが溶融し、上巻きに接着
する。上巻き除去と同時に粗巻きが除去される。
これにより粗巻き除去工程が省略される。

・刃物なしで押さえ巻き除去が可能。
(手で引裂きが可能)



−（ ）− 中間後分岐作業性に優れたFTTH配線光ケーブル（EZremove®-PLUS）68

※3 クロージャ
光ケーブルの分岐部や接続部に設置され、光ファイバの接
続部を保護する為の箱。
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